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協協協
社社社～利用者のみなさんとの交流会～

　

10
月
22
日
、
社
協
の
介
護
保
険
事
業
を
利
用
し
て

い
る
み
な
さ
ん
と
、
日
ご
ろ
お
世
話
を
し
て
い
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
と
の
交
流
会
を
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
宗
寿
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会

は
、
利
用
者
同
士
が
親
睦
を
深
め
る
こ
と
、
ま
た
利

用
者
と
職
員
と
の
交
流
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
日

ご
ろ
、
外
出
の
機
会
が
少
な
い

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど

65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
た

り
、
華
や
か
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

炭
坑
節
を
踊
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム

や
体
操
を
楽
し
む
な
ど
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
腰
が
悪

く
、
普
段
は
杖
を
使
っ
て
い
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
炭

坑
節
を
踊
っ
た
ら
、
腰
の
痛
み

が
取
れ
ま
し
た
。
次
回
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」「
い
つ
も

は
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
ゆ
っ
く

り
話
を
す
る
こ
と
が
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
が
、
今
日
は
一
日

た
く
さ
ん
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
て
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
よ
り

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
明
る
い
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

みんなでビンゴゲーム。なかなか当たらないなぁ…

参加者へのインタビュー
「健康の秘けつを教えてください！」

　10月から、本会のホームページに「ご
意見箱」を開設しました。本会活動への
ご意見やご要望、問い合わせなどに利用
してください。なお、みなさんからのご
意見などには誠意をもってお応えしたい
と考えています。
　つきましては、ご意見などを寄せられ
る場合は、必須項目に必ずご記入いただ
きますよう、お願いします。

社協ホームページに

 「ご意見箱」を新設しました

力
作
ぞ
ろ
い
の
中
、

 

受
賞
作
品
決
定
！！

福
祉
教
育
読
本
「
と
も
に
生
き
る
」

読
後
感
想
文
・
福
祉
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

11
月
３
日
、福
祉
教
育
読
本
「
と
も
に
生
き
る
」

読
後
感
想
文
お
よ
び
福
祉
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
展
示
と
表
彰
式
を
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
開

催
さ
れ
た
「
第
５
回
子
ど
も
ま
つ
り
」
に
お
い
て

行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
市
内
の
小
学
校
５

年
生
を
対
象
に
、「
と
も
に

生
き
る
」
の
感
想
文
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
と
も
に
生
き
る
」

は
、
毎
日
の
生
活
で
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
体
験
し
て
い
る

人
や
、
そ
の
家
族
、
ま
わ
り

で
援
助
を
し
て
い
る
人
た
ち

な
ど
の
実
話
を
元
に
、
福
岡

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
作
成

し
た
本
で
す
。

　

こ
の
本
を
き
っ
か
け
に
、
学

校
や
地
域
の
中
で
『
と
も
に
生

き
る
』
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付

い
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で

す
。

　

力
作
ぞ
ろ
い
の
中
、
左
記
の

作
品
が
受
賞
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

福
祉
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

福
祉
教
育
推
進
事
業
の
指
定
を

受
け
て
い
る
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

等
学
校
を
対
象
に
、「
思
い
や

り
・
や
さ
し
さ
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
絵
画
の
募
集
を
行
い
ま
し

た
。
応
募
総
数

は
１
８
６
点
で

し
た
。

　

こ
の
コ
ン

ク
ー
ル
は
、「
思

い
や
り
・
や
さ

し
さ
」
に
つ
い

「ともに生きる」受賞者一覧
賞 学校名 氏　名

社協会長賞 東郷小学校 田中  優里菜

金賞
自由ヶ丘南小学校 木村  朱里
日の里西小学校 都築  日向子

銀賞
自由ヶ丘南小学校 高橋  亜弓
玄海東小学校 藤田  侑香
大島小学校 遠藤  克国

銅賞

南郷小学校 木原  規衣
東郷小学校 川野  真翠
玄海東小学校 古川  千恵子
日の里西小学校 佐藤  亮介

て
、
自
分
の
経
験
や
想

い
を
「
絵
」
に
書
く
こ

と
で
、
福
祉
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

を
趣
旨
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
各
部
門
ご

と
に
右
記
の
作
品
が
受

賞
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福祉絵画コンクール受賞者一覧
部 賞 学校名等 学年 氏　名

幼児の部

金 東郷信愛幼稚園 柳瀬  梨江
銀 東郷信愛幼稚園 高屋  菜月
銀 西海保育園 大屋  寛樹
銅 恵愛保育園 福沢  葵
銅 恵愛保育園 小南  卓臣
銅 西海保育園 松田  幸乃

小学校
低学年の部

金 赤間小学校 ３年 佐々木  貴房
銀 赤間小学校 ２年 山中  理央
銀 自由ヶ丘小学校 ３年 大神  慶己
銅 赤間小学校 ３年 清家  任央
銅 自由ヶ丘小学校 ２年 大塚  ゆり
銅 自由ヶ丘小学校 ３年 寺田  有紀

小学校
高学年の部

金 赤間小学校 ４年 山中  将広
銀 自由ヶ丘小学校 ６年 中野  真友子
銀 赤間西小学校 ５年 樺島  夢子
銅 河東小学校 ６年 森  実来
銅 自由ヶ丘小学校 ６年 村田  万佑子
銅 自由ヶ丘小学校 ６年 中村  未生

中学生の部

金 自由ヶ丘中学校 ３年 中村  優美
銀 河東中学校 １年 小田原  綾香
銀 城山中学校 １年 尾花  美香
銅 河東中学校 ３年 木村  唯
銅 自由ヶ丘中学校 ３年 安部  有美子
銅 城山中学校 １年 眞重  りの

高校生の部

金 宗像高等学校 ２年 阿嘉  夏実
銀 宗像高等学校 ２年 兒島  しおり
銀 宗像高等学校 １年 部谷  文香
銅 宗像高等学校 ２年 井上  あや
銅 宗像高等学校 １年 麻上  陽子
銅 宗像高等学校 ２年 俵口  里恵

高校生の部　金賞
宗像高等学校  ２年　阿嘉 夏実さん

「未来へ続く想い」

中学生の部　金賞
自由ヶ丘中学校  ３年　中村 優美さん

「みんなの手をさしのべて」

小学校高学年の部　金賞
赤間小学校  ４年　山中 将広さん

「お年よりを大切に」

小学校低学年の部　金賞
赤間小学校  ３年　佐々木 貴房さん

「雨の日のさんぽ」

幼児の部　金賞　東郷信愛幼稚園　柳瀬 梨江さん
　「車いすを押したり、シール帳や

　タオル掛けを手伝っているところ」　

「
思
い
や
り
・
や
さ
し
さ
」

を
テ
ー
マ
に
〜
福
祉
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
〜

福
祉
教
育
読
本

「
と
も
に
生
き
る
」

 

読
後
感
想
文

ほほえみの会を開催！
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社
会
福
祉
法
人

宗
像
市
久
原
１
８
０
番
地 

メ
イ
ト
ム
宗
像
内

宗
像
市
神
湊
１
１
８
番
地
４ 

ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
内

宗
像
市
大
島
１
８
０
９
番
地
32 

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
ttp://

syakyo.

m
u
n
akata.

co
m/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

in
fo@

syakyo.

m
u
n
akata.

co
m

玄
海
支
所

大
島
支
所

☎
（
37
）
１
３
０
０

☎
（
34
）
６
０
０
８

☎
（
72
）
２
２
９
４

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）銀
鏡
髙
照 

（
日
の
里
）

・（
故
）原
口
勲 

（
泉
ヶ
丘
）

・
花
田
利
秀 

（
山
田
）

・
東
千
代 

（
城
西
ヶ
丘
）

・（
故
）荒
牧
タ
ケ
ノ 

（
東
郷
）

・
水
上
明
子 

（
野
坂
）

・
岩
堀
正
彦 

（
那
珂
川
町
）

・
井
土
和
城 

（
池
田
）

・
中
村
義
一 

（
野
坂
）

・
亀
石
良
寛 

（
山
田
）

・（
故
）池
田
岩
夫 

（
平
井
）

・
竹
之
下
和
子 

（
朝
野
）

・（
故
）花
田
和
直 

（
稲
元
）

・
古
川
敏
子 

（
日
の
里
）

・（
故
）長
谷
川
隼
人 

（
山
田
）

・（
故
）鬼
尾
公
子 

（
大
井
）

・（
故
）松
本
透 

（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）藤
本
怜 

（
城
西
ヶ
丘
）

・（
故
）田
中
フ
ミ
ヱ 

（
神
湊
）

・（
故
）藤
野
サ
ツ
キ 

（
鐘
崎
）

・（
故
）松
本
聰 

（
神
湊
）

・（
故
）古
野
学 

（
大
井
）

・
小
方
モ
ミ
ヱ 

（
須
恵
）

・（
故
）髙
橋
角
夫 

（
神
湊
）

・（
故
）山
口
義
則 

（
田
野
）

・
吉
永
一
彦 

（
福
津
市
）

・
深
田
シ
ゲ
子 

（
田
島
）

・
安
永
一
久 

（
上
八
）

・（
故
）永
島
カ
子
ヲ 

（
江
口
）

・
竹
越
幸
男 

（
三
倉
）

・
篠
川
良
子 

（
田
久
）

・
高
島
富
子 

（
大
島
）

・
立
石
優
子 

（
赤
間
）

 

（
平
成
18
年
10
月
31
日
受
付
分
迄
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

 

会
員
大
募
集
！

ゆ
う
ゆ
う
ま
つ
り
in
玄
海

 

２
０
０
６
開
催

　

10
月
29
日
、
市
保
健
福
祉
会

館
「
ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
」
を
会

場
に
「
ゆ
う
ゆ
う
ま
つ
り
in
玄

海
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
玄
海
４
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
よ
る
共
同
開
催
で
実

施
さ
れ
、
例
年
以
上
に
バ
サ
ー

出
店
数
な
ど
も
増
え
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

午
前
８
時
30
分
に
「
健
康

ウ
ォ
ー
ク
」
が
ス
タ
ー
ト
、
今

年
は
釣
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
を
兼
ね
、
目
に
付
い
た
ゴ
ミ

を
拾
い
な
が
ら
さ
わ
や
か
な
秋

空
の
も
と
、
約
５
㎞
の
釣
川
リ

バ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ス
を
は
つ
ら

つ
と
歩
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
乗
馬
体
験
が
行
わ
れ
、

会
館
内
で
は
骨
密
度
・
血
管
年

齢
度
測
定
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、

演
芸
発
表
会
な
ど
、
各
催
し
は

盛
況
で
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
前
10
時
30
分
か
ら

の
講
演
会
「
笑
っ
て
健
康
大
作

戦
！
〜
笑
い
の
免
疫
学
〜
」
で

は
、
ド
ク
タ
ー
マ
ジ
ッ
ク
で
有

名
な
伊
藤
実
喜
医
師
に
よ
る

「
笑
い
」
と
「
マ
ジ
ッ
ク
」
を

含
ん
だ
不
思
議
で
愉
快
な
「
健

康
講
話
」
が
あ
り
ま
し
た
。
１

０
０
人
の
参
加
者
が
手
元
で
マ

ジ
ッ
ク
を
体
験
す
る
と
と
も

に
、
笑
う
こ
と
が
い
か
に
「
老

い
を
抑
え
る
」
か
を
学
び
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
賑
わ
い
、
テ
ー
マ

で
あ
る「
健
康
・
福
祉
・
地
域
」

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
「
和
」

を
感
じ
る
ひ
と
時
で
し
た
。

日
用
品
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力
あ

　

今
年
も
12
月
１
日
か
ら
「
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

す
で
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
テ
レ

ビ
放
送
で
、
募
金
協
力
の
呼
び

か
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は
、「
新
た
な
年

を
迎
え
る
時
期
に
、
支
援
を
必

要
と
す
る
人
た
ち
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
」
と
の
目
的
で
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
協
力
に
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
み
な
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
浄
財
は
、
低
所
得

世
帯
や
地
区
福
祉
会
、
福
祉

団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
サ
ロ
ン

な
ど
に
配
分
し
、
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　

年
末
の
何
か
と
出
費
多
大

の
時
期
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
今
年
も
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鍼
灸
治
療
費
補
助
事
業
の
紹
介

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

鍼
灸
治
療
費
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
次
の
要
件
に
該

当
す
る
人
で
、
鍼
灸
治
療
費

の
補
助
を
希
望
す
る
人
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
治
療
証

交
付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
満
60

歳
以
上
の
人
で
、
国
民
健
康

保
険
以
外
の
社
会
保
険
被
保

険
者

●
補
助
額　

鍼
・
灸
に
限
り
１

回
５
０
０
円
補
助
。た
だ
し
、

１
日
１
回
、
月
５
回
ま
で

●
利
用
方
法　

社
会
福
祉
協
議

会
が
指
定
し
た
鍼
灸
治
療
院

に
お
い
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
発
行
す
る
治
療
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い

●
申
請
方
法　

社
会
福
祉
協
議

会
窓
口
に
て
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
時
に

利
用
者
本
人
の
印
鑑
と
被
保

険
者
証
が
必
要
で
す

　

下
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
は
、
た
だ
い
ま
会
員
募
集
中

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
内

研
修
を
行
う
な
ど
、
会
員
全
員

が
楽
し
み
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
み

な
さ
ん
、
ま
ず
は
グ
ル
ー
プ
の

活
動
風
景
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
見
学
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
同
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
森
林
都
市
う
ぐ
い
す
（
広
報

朗
読
）

●
日
の
里
い
ず
み
の
会
（
広
報

朗
読
）

●
日
の
里
テ
ー
プ
の
会
（
広
報

朗
読
）

●
布
の
絵
本
ど
ん
ぐ
り
（
布
製

の
障
害
児
向
け
玩
具
制
作
）

●
て
ん
と
う
む
し（
点
字
点
訳
）

●
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト（
施
設
訪
問
）

問 

同
セ
ン
タ
ー

マジックをとおして笑いと驚きの連続！
にわかちびっこマジシャン誕生

講演会「笑って健康大作戦！～笑いの免疫学～」
（Dr.マジック  伊藤実喜医師）

テ
ー
マ
は

 「
広
が
れ
健
康
・
福
祉
・
地
域
の
和
」～歳末たすけあい募金始まる～

みんなで支えあう
あったかい地域づくり

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
「
日
用
品

バ
ザ
ー
」
で
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ほ
か
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
の
み
な
さ
ん
に

品
物
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
売
上
金
は「
ま
つ
り
」

の
事
業
費
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　11月７日、光岡に九州場所の巡業部屋を構えている武蔵

川部屋（元横綱・三重ノ海親方）から、「青少年の健全育成

に役立ててください」と、チャリティイベント益金20万円

のご寄付をいただきました。

　この益金は、11月３日にトリアーダ宗像を会場に、毎年

恒例のお相撲さんによる「ちゃんこ鍋」や「餅つき大会」な

どで得た収益をご寄付いただいたものです。

　本会では、ご寄付の趣旨に

そうように、福祉教育やジュ

ニアボランティアスクール

などに、有効に使わせてい

ただきます。ありがとうご

ざいました。

　11月13日、社会福祉活動を行う「宗像手をつなぐ会」

（代表森正次さん・会員18人）が、サンリブくりえいと宗

像店で同12日までの３日間開いた、第３回宗像チャリティ

作品展の売り上げの一部と、社会福祉１円募金の合わせて

４万６４００円を寄付されました。

　宗像手をつなぐ会は、市内の陶芸・工芸仲間の有志が結成。

市の社会福祉事業への貢献を目的に自主活動を展開中です。

「健康なうちに何かできることをと活動しています。役立て

てもらえれば幸いです」と森代表は思いを話してくれました。

　寄付金は、本市の社会福祉事業の向上に有益に使わせてい

ただきます。ありがとうございました。

●社会福祉１円募金の問い合わせ先

　同会代表・森正次さん　☎（32）５３２４

チャリティ益金のご寄付
ありがとうございました


